
待降節・第一週 「クリスマスを届けたい」      黒田 朔 

クリスマスには思い出がいっぱい！初めてのクリスマスは６０年以

上も前のこと、岸和田の元酒造組合の木造の二階、石炭ストーブで

ホッカホカの礼拝堂で開かれたイブの祝会。子どもからお年寄りま

でがジャガイモのボールをコウモリ傘のクラブでゴルフゲーム。何

と無邪気な人たちだろうと驚いた。その頃のお年寄りたちより齢を

重ねた今、高校生の姿の見られないチャペルで願う。「あの時、初め

てのクリスマスを祝ったおかげで、豊かな人生を歩み続けることが

出来た。このチャレンジングで楽しかった人生を今の高校生たちにも何とか届けたい。」

さて、どうすれば若者たちにこのメッセージを届けられるのか・・・朝６時、まだ暗い街

へとクリスマスの案内の戸別配布に出る。 

「あなたの若い日に、あなたの創造者を覚えよ。わざわいの日が来ないうちに、また「何

の喜びもない」と言う年月が近づく前に。」伝道者の書12:1 


